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氷見市景観まちづくりに関するアンケート調査 結果概要 

１．実施目的 

シンボルロード地区、氷見 IC 地区における景観まちづくり推進に向けて、対象地区住民の考える本地

区の景観の魅力や課題を把握するとともに、景観まちづくりへの意識や参画意向を調査する。 

 

２．実施期間 

令和４年６月１日（水）～６月３０日（木） 

３．対象 

大野、大野新、鞍川、幸町、中央町に居住する世帯 

 

４．実施方法 

郵送配布し、郵送又はウェブにて回答 

 

５．回答者数 

配布数：1,500 通  有効回答数：536 通（うちウェブ回答 53通）  回収率：35.7% 

 

６．基本集計 

■基本属性 

・回答者の属性は年齢 60 歳以上、男性、氷見市に 40 年以上住んでいる方が多い。 

・居住地は氷見 ICアクセス地区、シンボルロード地区が、約半数ずつとなっている。 

 

○回答者の年齢 

10 歳代 2 0.4% 

20 歳代 4 0.7% 

30 歳代 17 3.2% 

40 歳代 63 11.8% 

50 歳代 80 14.9% 

60 歳代以上 365 68.1% 

無回答 5 0.9% 

合計 536 100.0% 

 

○回答者の性別 

 

男 353 65.9% 

女 164 30.6% 

回答しない 19 3.5% 

合計 536 100.0% 

 

 

 

 

 

○回答者の居住地区 

 

大野 87 16.2% 

大野新 36 6.7% 

鞍川 159 29.7% 

幸町 172 32.1% 

中央町 73 13.6% 

上記以外 5 0.9% 

無回答 4 0.7% 

合計 536 100.0% 

 

○回答者の氷見市在住年数  

 

5 年未満 10 1.9% 

6 年上 10 年未満 11 2.1% 

10 年以上 20 年未満 24 4.5% 

20 年以上 30 年未満 28 5.2% 

30 年以上 40 年未満 42 7.8% 

40 年以上 417 77.8% 

無回答 4 0.7% 

合計 536 100.0% 
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■氷見市の景観について 

 

○問１．「氷見市景観計画」についてどの程度ご存じですか？（単一回答） 

・「聞いたことはあるが内容は知らない」「全く知らない」がそれぞれ約 4割であり、約 8 割が景観計画の

内容について知らない。 

 

内容まで知っている 15 2.8% 

内容について少し知っ

ている 
93 17.4% 

聞いたことはあるが内

容は知らない 
225 42.0% 

全く知らない 195 36.4% 

無回答 8 1.5% 

合計 536 100.0% 

 

 

○問２．まちなみや自然などの景観に関心がありますか？（単一回答） 

・「少し関心がある」が 55.8%と半数以上を占めており、「とても関心がある」と合わせると 8 割以上が景

観に関心を示している。 

 

とても関心がある 155 28.9% 

少し関心がある 299 55.8% 

あまり関心がない 59 11.0% 

全く関心がない 14 2.6% 

無回答 9 1.7% 

合計 536 100.0% 

 

 

■お住いの地域の景観について 

 

○問３．お住いの地域の景観について、どのような印象をお持ちですか？（単一回答） 

・「どちらかというと良い場所が多い」が約 7割で、「良い場所が多い」と合わせると約 8割となる。 

 

良い場所が多い 63 11.8% 

どちらかというと良い

場所が多い 
360 67.2% 

どちらかというと悪い

場所が多い 
83 15.5% 

悪い場所が多い 12 2.2% 

無回答 18 3.4% 

合計 536 100.0% 

 

○問４．お住いの地域を思い浮かべた時に、どんな景色や建物が特に印象に残りますか？（複数回答） 

・「農地（田園・畑）」「山並みや里山」が約 4割となっており、次いで「水辺」が多く、自然に関する印象

が強いことがわかる。 

・その他の回答として、「空き家・老朽建築物」や「古い建物の再利用」など建物に関することや「富山湾

からの立山連峰」や「漁港の変化」など海に関する印象があげられている。 

 

農地（田園・畑） 224 41.8% 

山並みや里山 201 37.5% 

水辺（川・海） 179 33.4% 

道路・高速道路 178 33.2% 

住宅街 156 29.1% 

公共施設 152 28.4% 

公園・広場 119 22.2% 

商店街・商業施設 104 19.4% 

その他 17 3.2% 

無回答 3 0.6% 

 

■①シンボルロード（国道 415 号 幸町～中央町）について 

 

○問５．この地区の景観について魅力的だと思うことは何ですか？ （複数回答） 

・「無電柱化で植栽や街灯が整備された道路」の環境や、10月にオープンした「氷見市芸術文化館（アンケ

ート実施時は建設中）」について多くの回答がある。 

・その他の回答として、「なし・あまり意識しない」と回答した方も一定数（16 件）いる。「ハッピータウン・

便利な薬局」など生活に関することや「魚取神社・氷見漁港・海岸線・番屋前広場」といった海に関する

こと、「阿尾地区（域）」といった意見があげられている。 

 

無電柱化で整備された道路 321 59.9% 

建設中の氷見市芸術文化館 316 59.0% 

ロードサイド店舗の充実 45 8.4% 

周辺の景観に配慮した屋外

広告物 
32 6.0% 

景観になじんだ住宅地 44 8.2% 

特徴的な防災街区の建築物 15 2.8% 

道路環境（路面・植栽・街灯

等）の状況 
194 36.2% 

その他 25 4.7% 

無回答 28 5.2% 
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○問６．この地区の良好な景観の形成に支障となると思うことは何ですか？（単一回答） 

・半数以上が「空き店舗や空き地などの増加」が支障になると感じている。一方で、「特に問題はない」と

する意見も約 16％と比較的多い。 

・「その他」の 74件のうち半数以上が「空き店舗や空き地などの増加（39件）」「道路環境（路面、植栽、

街灯等）の状況（28 件）」「周辺の景観になじまない高さ、大きさ、色彩の建物や屋外広告物（12 件）」

の複数の内容について、支障になると回答しているものである。 

 

空き店舗や空き地などの増加 285 53.2% 

特に問題はない 84 15.7% 

その他 74 13.8% 

道路環境（路面、植栽、街灯

等）の状況 46 8.6% 

周辺の景観になじまない高

さ、大きさ、色彩の建物や屋

外広告物 26 4.9% 

無回答 21 3.9% 

合計 536 100.0% 

 

■②氷見インターチェンジから市街地（国道 415 号 大野～鞍川）について 

 

○問７．この地区の景観について魅力的だと思うことは何ですか？ （複数回答） 

・「市民病院や市役所などの公共施設」が６割以上と最も多い。 

・次いで、「見通しのよいパノラマ景」、「道路環境（路面、植栽）の状況」、「農地と調和した平地集落」に

ついて、それぞれ約３割が魅力として回答している。 

 

市民病院や市役所などの公共・公益施設 351 65.5% 

見通しのよいパノラマ 189 35.3% 

道路環境（路面、植栽等）の状況 156 29.1% 

農地と調和した平地集落 142 26.5% 

無回答 26 4.9% 

周辺の景観に配慮した屋外広告物 25 4.7% 

その他 24 4.5% 

 

○問８．この地区の良好な景観の形成に支障となると思うことは何ですか？（単一回答） 

・集計上は「特に問題はない」が約 25％と最も多いものの、「その他」の 121 件のうち半数以上が「電柱

や電線（51 件）」「耕作放棄地の増加（43 件）」「計画性のない開発の増加（30 件）」「道路環境（路面、

植栽、街灯等）の状況（32 件）」「計画性のない開発の増加（30 件）」「周辺の景観になじまない高さ、

大きさ、色彩の建物や屋外広告物（18件）」の複数の内容について支障になると回答しているため、単

一回答と合わせるとそれぞれ一定数の回答となる。 

・その他の回答として「植栽（ハナミズキ）の管理生育状況」や「空地・空家」に関する意見等がある。 

 

特に問題はない 130 24.3% 

その他 121 22.6% 

耕作放棄地の増加 105 19.6% 

電柱や電線 51 9.5% 

道路環境（路面、植栽、街

灯等）の状況 
51 9.5% 

計画性のない開発の増加 35 6.5% 

周辺の景観になじまない

高さ、大きさ、色彩の建物

や屋外広告物 

25 4.7% 

無回答 18 3.4% 

合計 536 100.0% 

 

■良好な景観づくりに向けた取り組みについて 

○問９．お住いの地域の景観を良くしていくために、建物や屋外広告物の高さ、大きさ、色彩などに関する

ルールを設けて一定の制限を加えることに対し、どのように考えますか？（単一回答） 

・「ある程度制限をかけるべきである」「ある程度目安となる基準（指針）を示し、個人の判断にまかせる

べきである」がそれぞれ約 4割となっており、何らかの制限や基準が必要と考える回答が多い。 

 

強い制限をかけるべきである 25 4.7% 

ある程度制限をかけるべきである 191 35.6% 

ある程度目安となる基準（指針）を示し、個人の判断にまかせるべきである 216 40.3% 

どんな制限や基準も必要ではなく、自由にするべきである 27 5.0% 

わからない 38 7.1% 

無回答 39 7.3% 

合計 536 100.0% 
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○問１０．良好な景観まちづくりを行うために、行政が取り組む必要があることや取り組んで欲しいことは

なんですか？（複数回答） 

・「空き地や空き家の利活用対策の推進」が約 6割と非常に多く、「景観や緑化に配慮した公共事業」や「無

電柱化の推進」「地域の良好な景観づくり活動の支援」への期待も約 4割と一定程度ある。 

・その他の回答として、「ゴミやペットの排泄物等の始末」や「街灯の設置」などがあげられ、「景観に配

慮した設備投資に対する助成」「市民が考える場の設定」など実現化方策や検討のプロセスに関する意

見もあった。 

 

空き地や空き家の利活用対策の推進 337 62.9% 

景観や緑化に配慮した公共事業（建築物のデザイン、道路の植樹等） 225 42.0% 

無電柱化の推進 222 41.4% 

地域の良好な景観づくり活動の支援 192 35.8% 

景観を損なう建物や屋外広告物などについての指導や規制 152 28.4% 

地域の活性化や賑わいの創出のため、イベントなどの開催 145 27.1% 

個人の新築や改築（外観の修景など）の支援 107 20.0% 

市民・事業者・行政がともに景観について考える協議会の設置 91 17.0% 

住民の意見を取り入れるワークショップや勉強会の開催 90 16.8% 

景観まちづくりの地域リーダーとなる人材の育成 83 15.5% 

景観について学習できる機会（講演会や景観教室など）の創設 65 12.1% 

景観について技術的なアドバイスや相談窓口の設置 57 10.6% 

無回答 41 7.6% 

その他 24 4.5% 

景観づくりに顕著な団体や市民への表彰 23 4.3% 

 

○問１１．良好な景観まちづくりは、地域や個人での取り組みが大切です。地域や個人の取り組みとして、

やってみたいと思うことはなんですか？（複数回答） 

・「海岸清掃や道路清掃などの美化運動への参加」や「自宅周辺や公共空地での緑化」が約 4 割ずつと多

くなっている。 

・その他の回答として、「道路の草刈り」「夜道の暗さ対策」「景観コンクール」「道路のネーミングライツ

募集」などがある。高齢の回答者からは「高齢でも参加できるもの」といった趣旨の回答もあった。 

 

海岸清掃や道路清掃などの美化運動への参加 222 41.4% 

自宅周辺や公共空地での緑化 212 39.6% 

特にない 106 19.8% 

沿道でのイベントの企画や参加 86 16.0% 

新築や改築の際に周辺景観との調和を検討 85 15.9% 

景観に関する勉強会やワークショップ等への参加 61 11.4% 

無回答 49 9.1% 

その他 15 2.8% 

 

 

■ご自身が景観に関して取り組めると思うこと 

○問１２．氷見市の景観が良くなることで、どのようなメリットがあると思いますか？（複数回答）  

・「地域への愛着が深まる」「住環境が良くなる」と答える方が約 7割ずつと多い。「Uターン者や移住者

が増える」「日本人観光客が増える」といった波及効果をメリットと考える方も一定数いる。 

・その他の回答に、「治安の悪化を防ぐ」「若い人が増える・転出者の歯止めになる」等の回答がある。 

 

地域への愛着が深まる 371 69.2% 

住環境が良くなる 355 66.2% 

Uターン者や移住者が増える 197 36.8% 

日本人観光客が増える 164 30.6% 

外国人観光客が増える 54 10.1% 

地価や物価が上がる 38 7.1% 

無回答 35 6.5% 

その他 9 1.7% 
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景観について学習できる機会（講演会や景観教室など）の創設

景観について技術的なアドバイスや相談窓口の設置

無回答
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その他

69.2%

66.2%

36.8%

30.6%

10.1%

7.1%

6.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域への愛着が深まる

住環境が良くなる

Uターン者や移住者が増える

日本人観光客が増える

外国人観光客が増える

地価や物価が上がる

無回答

その他
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○問１３．お住いの地域で良好な景観まちづくりを進めていくための活動に協力したいと思いますか？

（単一回答） 

・「できるだけ協力したい」が約 6割を占めており、「協力したい」と合わせると約 75％が協力的な意向

を示している。 

 

協力したい 62 11.6% 

できるだけ協力したい 344 64.2% 

あまり協力したくない 57 10.6% 

協力できない 39 7.3% 

無回答 34 6.3% 

合計 536 100.0% 

 

○問１４．氷見市芸術文化館周辺では、景観まちづくりに関するイベントとしてまち歩きイベント、植樹

イベントやフリーマーケット等の開催などを検討しております。イベントに参加してみたいと思います

か？（単一回答） 

・「できるだけ参加したい」が約半数となっており、「参加したい」と合わせると約 57％が参加の意向を

示している。 

 

参加したい 47 8.8% 

できるだけ参加したい 260 48.5% 

あまり参加したくない 129 24.1% 

参加できない 67 12.5% 

無回答 33 6.2% 

合計 536 100.0% 

 

 

 ○問１５．今後、市では景観まちづくりの検討に際して、市民の意見を取り入れるためにワークショップ

などの開催を予定しています。ワークショップに参加してみたいと思いますか？（単一回答） 

・「できるだけ参加したい」が約 34％となっており、「参加したい」と合わせると約 4 割が参加の意向を

示している。 

 

参加したい 19 3.5% 

できるだけ参加したい 183 34.1% 

あまり参加したくない 197 36.8% 

参加できない 102 19.0% 

無回答 35 6.5% 

合計 536 100.0% 

 

  

11.6%

64.2%

10.6%

7.3%

6.3%

協力したい

できるだけ協力したい

あまり協力したくない

協力できない

無回答

8.8%

48.5%

24.1%

12.5%

6.2%

参加したい

できるだけ参加したい

あまり参加したくない

参加できない

無回答

3.5%

34.1%

36.8%

19.0%

6.5%

参加したい

できるだけ参加したい

あまり参加したくない

参加できない

無回答

参加の意向

がある

38.6％

協力の意向 

がある 

75.8％ 

参加の意向 

がある 

75.8％ 
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■自由意見 

  

＜道路環境（道路付属物や植栽など）＞ 

シンボル性 

・氷見市らしい街灯、信号、標識、自販機に変更（怪物くん標識など）／電柱や水銀灯などに市の旗や目印に

なるようなものを掲げる 

植栽 

・枯れた植栽（ハナミズキ）の撤去／緑化後の維持管理が重要／風や公害に強い樹種の植栽／大きい樹木を植

える／桜などシンボルとなる木の花を植える／ハナミズキの足元に花を植える 

街灯 

・氷見 IC 側も無電柱化、おしゃれな街灯を増やしてほしい／IC から市民病院までの道路に街灯がなく暗い

／道路照明は増やせれば可。（省エネとの兼ね合いも考慮）／夜でも明るい道路だと印象もよい／街灯が暗

すぎるところがあり、防犯上も好ましくない。一方で明るすぎない配慮も必要 

雑草 

・道路間や歩道の雑草に除草剤をもっと使うべき／氷見 IC を直進した道の雑草／能越道高架橋の下の草刈り

頻度を増やしてほしい 

その他 

・R415 沿線の上下水道完備（個人商店・企業進出へのサポート） 

・道自体（歩道も含む）を修理、広くするなど日々の生活に必要な事を優先してほしい 

・路上駐車がなくなるとよい／路上駐車をなくすためパーキングの案内を提示して街中に向かってもらう 

・鞍川地区内の昔ながらの道路は冬の除雪が大変／少しでも冬に過ごしやすい環境だとよい 

・地下道のさかなのステッカーが剥げてしまっているので修復してほしい 

・ガイド標識が小さく見にくい 

 

＜空き家／空き地／老朽建物＞ 

空き家 

・景観を阻害するもの（放置空き家や汚い倉庫等）の対応／市が積極的に関与し、早めに解体等を行う／放置

され老朽化、動物が入り込み、衛生的・景観的にも良くない 

空き地 

・氷見 IC 周辺の空地、耕作放棄地の雑草が景観や来街者の印象に悪影響／空き地や駐車場の景観整備 

・IC から市役所までの間に空地等があれば子供の遊べる公園になるとよい 

その他 

・放置された鞍川融雪装置場所の管理見直し 

 

 

＜屋外広告物＞ 

・屋外広告物は、まず、現在の基準を守られることを徹底すること 

・規制により、ロードサイド店舗の出店や経営を妨げてはならない 

 

＜田園風景・海など自然景観＞ 

・もともとの田舎の風景を大切／のどかな景観が好き 

・氷見 IC から上庄方面の景観を改善し、もっと明るい場所に 

・無理していろいろ計画するのではなく静かになんとなく地域に定着した自然景観を望む 

・海から眺める立山がすき 

 

＜ゴミ・鳥害・糞害＞ 

・空き缶、タバコ、犬の糞のポイ捨てをなくす 

・道路沿いごみ拾い活動をすべき 

・カラスが多く対策が必要／大通りの車道のカラスの糞がひどい 

・観光客のためにはトイレと道路は綺麗であるべき 

・新たにできた朝日山の広場の影響で鳥類が町に下りて環境を悪化させている 

 

＜芸術文化館＞ 

・交通渋滞の可能性を懸念している 

・より良い景観づくりの中心になると思う。そこから、良い流れが広がっていくような期待感を持って

いる 

 

＜朝日山公園＞ 

・センターハウスの芝生や大型遊具のところに屋根付きベンチがあるとよい 

・樹木が大きくなりすぎ公園内を怖くて一人で散歩することができない。公園内の木々を整備し、石段

を少し直すと幼児から老人まで気軽に集える場所となるのではないか 

・人が来ないために蜂や烏やほかの鳥がうろうろしている 

 

＜景観づくりの進め方＞ 

・氷見市民の人たちが毎日歩く、車で行き来するところから良い景観を見つけ出すことが大切 

・古民家の活用など、景観づくりのためのテーマを決め、イベント活動やスタンプラリーでの市民や観

光客の参画をはかるとよい 

・氷見市にしかない他にはない景観づくりに注力すべし 

・もっと説明会等やってもらいたい／計画案が出来上がった際は直ちに公表し、多くの人の意見を聞い

て進めてほしい／もっと沢山正確な情報を流してほしい／ワークショップやイベントの案内はわか

りやすく、見やすい所に 

・高齢なので協力できないが、良い取り組みだと思う 

・景観やまちづくりを考え推進していく際には、どうしても個人所有の土地や建物を無視することはで

きないので、個人レベルでの取り組みを支援する策を講じていただきたい／責任がなく非協力的な評

論家でも協力してくれるぐらいの小さな仕事を市民にお願いできるようなイベントや学習会を開け

るとよい 

・若い人たちの理解を得ることが大切 

・アンケートは抽選で図書カードやクオカードが当たると嬉しいし回答者が増えるのではないか 

 

＜地域の理想像・目標像＞ 

・市民が交流し、楽しく行き交う街、もてなしの気持ちを大切に、自慢できる郷土づくり 

・まずは住んでいる人が快適なものにしてほしい。住んでいる人たちが心地良いと自然と人が集まって

くると思う／もう少しみんなが働く場所、住む場所、人が住みたくなる市になるとよい／市民が生活

しやすい環境整備も充実すべき 

・子供たちが住みやすいようにしてほしい／子供が住みやすい環境 

・海と山、食べ物を PR できるまち／海、山の幸を押す／氷見番屋街など海を活かしたまちづくり 

・藤子 A コンテンツだけでは年齢層の広さに物足りなさあり 

 

＜その他＞ 

・歴史的な背景や文化を取り入れた景観、オブジェ、イベント等を工夫する 

・日本一大きい釣公園・広場を造って人を沢山集まるようにしてほしい 

・対象地区に獅子舞ミュージアムの移転をする 

・地下シェルターの検討 

・独居高齢者の支援や近隣での情報の共有が必要 

・観光客を呼ぶのであれば里山、海をもっと開発し、来氷者が長時間滞留できる環境を作るべき 

・松田江浜から島尾までの海岸通りをもっと魅力のある場所にするとよい。サーフィンやキャンプをす

る人達が集まるのでお店がもっと増えて明るい場所になれば観光客がくるのでは 

・比美ノ江公園も素敵に整備されているが芝生の雑草等は痛々しい感じがする。維持管理が無理なくで

きる範囲での整備が必要 


